
ＮＰＯ法人六樹会パソコンサロン 第６回理事会 議事録 

開催日時 令和２年８月２日（日曜日） 午後１時００分から午後３時１５分 

開催場所 ZoomによるWeb会議 

理事総数 ７名 

出 席 者 岡田 まき子、鎌田 洋、川本 牧子、中垣 修、藤崎 和子、山下 征一郎、横尾 敏雄 

以上理事７名(敬称略) 

資 料 令和２年度 本格的な活動に向けて 

議 題 １．講座日程について 

２．各教室の受講生について 

３．開催方法について 

４．令和元年度の残り講座について 

５．その他 

 

【議事内容】 

コロナ禍により令和元年度の残り講座を５月中旬からオンライン講座で対応しているところですが、

コロナ対策をどのようにして、令和２年度の本格的な活動を進めるかについて、理事会を開催して

検討しました。その結果は次のとおりです。 

１. 講座日程について 

令和２年度の活動は、各教室とも令和２年９月から令和３年８月までの期間とし、毎月２回の

開催で２４回開催するものとする。 

２. 各教室の受講生について 

現在の受講生数は次のとおりであるが、受講生に確認して最終人数を決めることとする。 

○ 橿原教室応用科 ⇒ １１名 

○ 宇陀教室応用科 ⇒ １４名 

○ 宇陀教室研修科 ⇒ １８名 

○ 香芝教室基礎科 ⇒ １７名 

（注）香芝教室基礎科につきましては、オンライン講座に切り替えての開催に対して 

アンケートをとって、その結果で開催するか否か判断することとする。 

○ 香芝教室応用科 ⇒ １４名 

○ 相 談 サ ロ ン ⇒ 別途、募集（年間参加のみ：約２０～２５名） 

３. 開催方法について 

講座総括担当より、資料に基づき詳細な説明があり、示された３案を基に教室ごとに検討した。

コロナ禍で教室開催、オンラインで開催、活動の中止の何れの案も問題点があり、判断が難し

いところでした。結果は次のとおりです。 



(１) 開催場所 

① 橿原教室 

橿原周辺で感染者が出ていることもあり、受講生や会員の安全・安心を考え、当面オ

ンライン講座で実施することとし、コロナウイルスが収束に向かえば受講生の意見を

聞き、会員全員が活動できる教室開催に切り替えることとした。 

② 香芝教室 

香芝周辺で感染者が出ていることもあり、受講生や会員の安全・安心を考え、当面オ

ンライン講座で実施することとし、コロナウイルスが収束に向かえば受講生の意見を

聞き、会員全員が活動できる教室開催に切り替えることとした。 

③ 宇陀教室 

宇陀周辺では感染者が出ていない。 

研修科には初めての方が３人申し込みされており、電波状況の問題もあり、オンライン

講座は難しいと思う。 

そして、教室開催は受講生の希望であり、六樹会パソコンサロンの良いところが活か

されると思う。また、会場は室生振興センター・研修室（１・２）の広い部屋を使用でき

ることなどから、ソーシャルディスタンスも守れると判断して教室で実施することとした。 

④ 相談サロン 

参加者が多く、密集・密接状態を避けるため、引き続きオンライン講座で開催すること

とした。 

(２) 開催時間 

① １回の講座はオンライン講座、教室（対面）での講座ともに短い方が良いので、１時間

半とする。 

② 応用科、研修科は午後１時半から、基礎科（開催未定）は午前１０時から、相談サロン

は午後１時半から始めることとする。 

(３) 教室開催での３蜜対策について（宇陀教室） 

① 密閉対策 

 宇陀教室の使用会場は、「室生振興センター・研修室（１・２）」を予約している 

 密閉対策については会場の指導に従うこととする 

 換気の問題 

② 密集対策 

 机の配置 ⇒ １机１人の配置 

③ 密接対策 

 参加者全員 ⇒ マスク着用、入退室時の手指の消毒、使用後の机や椅子の消毒 

 講師およびサポーターはフェイスシールドの着用（事務局で準備） 

(４) オンライン講座の問題点 

① 現在、オンライン講座に参加されていない受講生の対応 

② カリキュラムの内容の見直し ⇒ やさしくする 



③ サポーターの皆さんの活動の場がない 

(５) オンライン講座の場合のサポーターの参加について 

 担当教室に限り自由参加とする。 

４. 令和元年度の残り講座について 

令和元年度の各教室の最終講座は教室で開催する予定であったが、最近の新型コロナウイ

ルス感染状況悪化のため改めて検討することとなった。教室ごとに検討した結果は次のとおり

です。 

(１) 橿原教室 

基礎科、応用科ともオンライン講座で開催することとした。 

(２) 香芝教室 

基礎科、応用科ともオンライン講座で開催することとした。 

(３) 宇陀教室 

基礎科、応用科ともオンライン講座で開催することとした。 

(４) 相談サロン 

オンライン講座で開催することとした。 

５. その他 

(１) 令和２年度のテキストの配布とインストール、受講料の徴収について 

❖ 各教室の担当者の協力を得て行うこととする。 

① 橿原教室（応用科） 

❖受講生に時間差で来ていただいて対応する 

 日時 ⇒ 令和２年度・第１回 開催日（９月９日） 午前中（時間未定） 

 場所 ⇒ 社会福祉センター４F教養文化室 

 テキストの配布 ⇒ Windows１０の基本操作（応用） 

 テキストのインストール ⇒ Windows１０の基本操作（応用） 

 受講料の徴収 ⇒ 半期分（12,00０円） 

② 香芝教室（応用科） 

❖受講生に時間差で来ていただいて対応する 

 日時 ⇒ 令和２年度・第１回 開催日（９月７日） 午前中（時間未定） 

 場所 ⇒ 香芝市中央公民館・視聴覚室 

 テキストの配布 ⇒ Windows１０の基本操作（応用） 

 テキストのインストール ⇒ Windows１０の基本操作（応用） 

 受講料の徴収 ⇒ 半期分（12,00０円） 

（基礎科については、開催未定のため未記載） 

③ 宇陀教室（応用科・研修科） 

❖教室で対応する 

 日時 ⇒ 令和２年度・第１回開催日（9月１１日） 午前：研修科・午後：応用科 



 場所 ⇒ 室生振興センター・研修室（１・２） 

 テキストの配布 ⇒ Windows１０の基本操作（応用） 

 テキストのインストール ⇒ Windows１０の基本操作（応用） 

 受講料の徴収 ⇒ 半期分（12,00０円） 

④ 相談サロン 

❖参加者に時間差で来ていただいて対応する 

 日時 ⇒ 令和２年度・第１回開催日（9月２日） 午前中（時間未定） 

 場所 ⇒ 未定 

 テキストの配布 ⇒ Windows１０の基本操作（応用） 

 テキストのインストール ⇒ Windows１０の基本操作（応用） 

 受講料の徴収 ⇒ 半期分（12,00０円） 

文責（藤崎） 

 

（追記） 

理事会での検討結果は上記の通りですが、宇陀教室担当理事が所要のため冒頭に宇陀教室の開

催方法について整理を図り、その後に橿原教室、香芝教室および相談サロンの開催方法について

検討をしました。 

そして９月以降の令和２年度の活動については、「コロナ過終息までオンライン講座を開催する」こ

とを基本的な考え方として整理を図りました。 

宇陀教室については、理事会の翌日に関係理事間で再度意識合わせを行い、他の教室と同様にオ

ンライン講座に変更しました。 


